
昨年3月の全日本ナショナル
チーム・ユースナショナルチー
ムの選考会では、総勢52名の
メンバーが選抜されたが、1年
間の各大会の成績によるポイン
トや、課されていた課題の達成
度などをもとに、その52名か
らナショナルチーム男子6名、
女子7名、ユースは男女各8名
の計29名に絞り込まれた。そ
の新生ナショナルチームは、4
月24日から5日間、群馬県太
田市のドリームスタジアム太田
で強化合宿を行ったが、合宿2
日目に取材におじゃました。

昨年からナショナルチームに
在籍したままプロライセンスの
取得が可能となった。今年も男
子は德久恵大選手、井口遼太選
手、ユースの河内唯斗選手の3
名、女子も今井双葉選手がプロ

テストを受験したが、2次テス
トの日程（1日目・26日、2日
目・27日）と重なったため、合
宿にはその4名を除く25名が
参加した。
下地賀寿守監督が掲げる今

回の合宿のテーマは“感性を磨
く”だそうで、毎日異なるオイ
ルパターンのレーンで、選手は
どのパターンかは知らされない
まま、自分で感じ取りながら投
球ラインを見つける練習がメイ
ンに組まれていた。
「あらかじめ発表されたオイ
ルパターンを練習してきたけ
ど、実際に投げると違ってい
た、という声をよく耳にしま
す。メジャーリーグなどを見て
いても、今はいろんなデータが
数値化されて表現される時代だ
けど、あたかもそれが答えのご
とく勘違いしがちです。データ
をうのみにするのではなく、自
分の感性を信じて、自分なりの
投球ラインを見つける訓練をし
ようというのが狙いです」（下地
監督）

ミーティングルームで昼食を
取ったあとは、北川薫ＪＢＣ会
長の依頼で訪れた大澤清二・大
妻女子大学名誉教授の「投球精
度を上げるためには…」と、専
門の統計学の話を交えながら
の講義に耳を傾けていた。
午後からは、リメンテを行っ

たレーンで、スコアをつけなが
ら６Gの投球を行った。

男子のメンバーはかなり若返
りました。私がナショナルチー
ムに入って今年で20年目にな
ります。その20年前は皆無
だった両手投げが増えてきた
り、強いボールを投げるメン
バーが近年は多くなりました。
それにともなって、レーンの攻
略の仕方も変わってきている部
分があります。これまで自分が
体験してきたことと、今の時代
に沿ったものとをうまく融合さ
せながら、若いメンバーと一緒
にやっていきたいと思います。
そのときのコロナの状況にも

よりますが、今年は8月にアジ
アジュニア、11月にアジア選
手権があります。メンバー個々
はみんなある程度スキルが高い
ので、この合宿では、じゃあ
チームとして戦うときに、自分
の役割はどういうものなのかな
どを考える上で、非常に重要な
機会だと思います。

全日本ナショナルチームメンバー強化合宿

ンピオンシップ、大人世代は
11月に香港でアジア選手権へ
の参加を予定しています。その
代表メンバーは、5月のNHK
杯全日本選抜の一発勝負で選
びます。
──昨年から、ナショナルチー
ムに在籍したままプロテスト受
験の道が開かれました。
　歓迎すべきことですが、安
里秀策が今回ナショナルから
外れたように、センター勤務を
しながら、プロ活動にナショナ
ルチームもとなると、実際問題
どう折り合いをつけていくの
かが難しい。今年のプロテスト
には現メンバーが4人受験しま

──2021年のメンバーから、
かなり人数が絞られました。
　国際大会に2年ほど派遣でき
ていないという状況のなか、選
手のモチベーションを維持する
難しさがありました。そういう
なかでこの1年は、どれだけ志
を高く持っているかが問われた
期間でもあります。1年間の大
会の成績をポイント化するとと
もに、フィジカルトレーニング
やオイルパターンの検証など、
与えられた課題をクリアしたメ
ンバーを残しました。
──コロナで丸2年、ほぼ活動
は休止状態でした。その影響は
大きいですか。
　選手は目標設定ができない
なかでの選手生活で、非常に苦

しい2年間だったと思います。
われわれも、国際情勢をまった
く把握できていないので、果た
して今の日本のレベルが、世界
の中でどの位置にいるのか確
認もできていません。ただ今年
度のメンバーは、かなりレベル
が高いと思っています。とくに
ユースで、女子は石田万音、近
藤眞桜、濱﨑りりあらの（高校）
新2年生組、男子では5人が
入った新3年生組を、私は勝手
にボウリング界の黄金世代と
いっているんですが、楽しみな
素材がそろっています。
──今年は国際大会への参加を
予定されていますか。
　ユース世代は8月にタイのバ
ンコクで、アジアジュニアチャ

下地賀寿守・ナショナルチーム監督に聞く

プロ、アマ関係なくチームジャパンで
世界のなかで日本の存在感を高めたい

すが、それは志があって大歓迎
なんです。ただなったあとの自
分の活動の環境整備がどうな
るかが心配ですね。
──逆にプロボウラーがナショ
ナルチームに入る可能性という
のはどうですか。
　来年また選考会を予定して
いますが、プロの皆さんの中か
ら受ける人が出てくれればうれ
しいですね。JＢＣの会員登録
が前提ですが、今のところとく
にハードルは設けていません。
プロとかアマとか関係なく、
チームジャパンとして世界で闘
う意志のあるメンバーでチーム
編成をして、世界のなかで日本
のポジションがどんどん上がっ
ていくのであれば、業界全体に
とってもいいことじゃないかと
思います。ただプロボウラーの
中に、その志を持ってくれる人
が何人いるのかは疑問です。ナ
ショナルを卒業してプロで今活
躍している川添奨太や藤井信人

がもう一度世界選手権やアジ
ア大会で闘いたいという気持ち
になる可能性はあると思います
が、まったくナショナルを経験
していない人が興味を持つかと
いうと、難しいかもしれないで
すね。結果を残しても賞金があ
るわけでもないですから。
──そういう意味では、ナショ
ナルチームメンバーも、置かれ
た環境は恵まれていないです
ね。
　高校から大学進学、就職とい
うときに、ボウリングを断念し
なくてもいい環境を作ってあげ
たい。ジュニアで頑張ってきた
子たちが進学するときに、大学
が門戸を開いてほしいし、大学
を卒業したあとには、企業で優
秀な選手をサポートしていただ
きたいですね。そのためには、
例えば今年のアジアジュニアで
たくさんのメダルを持って帰る
ことも、アピールのひとつにな
るのかなと思います。

4月24～28日／ドリームスタジアム太田

総勢29名にスリム化して
新生ナショナルチームが始動

◀コーチとしての役割も大きい佐々木
キャプテン。下地監督は「女子の佐藤悠
里キャプテンとともに、将来的にもナシ
ョナルチームに関わってほしい人材」と
信頼は厚い

▲特別講師の大澤清二さんが講
義を行った

▲選手は毎日変わるオイルコンディションの攻略に取り組んだ

▲合宿は、下地監督の直接指導を受けられる貴重な機会でもある

▲ユースメンバーも垣根なく溶け込ん
でいた

▲昼食はお弁当

▲会場となったドリームスタジアム太田。ボックスはパーテーションで仕切られ、
選手はマスク着用で投球と、コロナの影響がまだ色濃く感じられた

▲講義風景

佐々木智之プレイング
コーチキャプテン談
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